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９／１５平成１５年

（３８減）７７,４３８人　口
（３２減）３８,８４１　　男
（６減）３８,５９７　　女
（２２減）３７,２５７世帯数

９月１日現在　推計（前月比）

社�会�
福�祉�課�

�
支
援
費
の
支
給
申
請

　

利
用
希
望
者
は
、
必
要
に
応
じ
て

サ
ー
ビ
ス
選
択
の
た
め
の
適
切
な
相

談
支
援
を
受
け
、
市
に
対
し
て
サ
ー

ビ
ス
の
種
類
ご
と
に
支
援
費
の
支
給

を
申
請
し
ま
す
。

�
支
給
決
定

　

市
は
、
利
用
者
の
希
望
、
障
害
の

状
況
、
負
担
能
力
な
ど
を
基
に
サ
ー

ビ
ス
の
支
給
内
容
、
利
用
者
負
担
額

な
ど
を
決
定
し
、
利
用
者
に
受
給
者

証
を
発
行
し
ま
す
。

�
契
約

　

受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
た
利
用

者
は
、都
の
指
定
を
受
け
た
事
業
者
・

施
設
の
中
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
指
定
事
業
者
・
施
設
を
選
択
し
、

契
約
を
結
び
ま
す
。

�
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

利
用
者
は
、
指
定
事
業
者
・
施
設

か
ら
、
契
約
に
基
づ
き
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ま
す
。

�
利
用
者
負
担
額
の
支
払
い

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は
、

指
定
事
業
者
・
施
設
に
利
用
者
負
担

額
を
支
払
い
ま
す
。

�
支
援
費
の
請
求

　

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
指
定
事
業

者
・
施
設
が
、
利
用
者
に
代
わ
っ
て

支
援
費
の
請
求
を
行
い
ま
す
。

�
支
援
費
の
支
払
い

　

市
は
、
請
求
に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
費
用
の
う
ち
、
利
用
者
負

担
額
を
除
い
た
額
を
支
援
費
と
し
て
、

指
定
事
業
者
・
施
設
に
支
払
い
ま
す

（
代
理
受
領
方
式
） 。

　

障
害
者
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
行
政
が
決
め
て
き
た
「
措
置

制
度
」
か
ら
、
障
害
者
自
身
が
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
・
申
請
し
、
事
業

者
を
選
択
で
き
る
「
支
援
費
制
度
」
が
施
行
さ
れ
て
５
カ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
支
援
費
制
度
の
概
要
と
流
れ
を
説
明
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課
・
在
宅
福
祉
課

■
更
生
施
設
（
知
的
障
害
は
、
通
所

あ
り
）

　

障
害
者
が
自
立
し
た
生
活
を
送
る

た
め
に
必
要
な
治
療
ま
た
は
指
導
お

よ
び
訓
練
を
受
け
る
施
設

■
授
産
施
設
（
入
所
・
通
所
）

　

就
労
す
る
こ
と
が
困
難
な
障
害
者

が
、
授
産
作
業
や
自
立
の
た
め
の
職

業
訓
練
を
受
け
る
施
設

■
療
護
施
設

　

常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
身
体

障
害
者
が
、
必
要
な
治
療
お
よ
び
訓

練
を
受
け
る
施
設

■
通
勤
寮

　

就
労
し
て
い
る
知
的
障
害
者
が
、

就
労
お
よ
び
日
常
生
活
に
必
要
な
援

助
や
指
導
を
受
け
な
が
ら
生
活
す
る

施
設

■
居
宅
介
護
等
事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
）

　

日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ

る
在
宅
の
障
害
者
が
、
生
活
全
般
の

介
護
、
家
事
等
の
支
援
を
受
け
る
事

業▽
身
体
介
護

　

入
浴
・
排
せ
つ
お
よ
び
食
事
等
の

介
護

〔
事
例
〕 
入
浴
の
た
め
の
衣
服
の
着

替
え
、
身
体
の
移
動
、
入
浴
介
助
等
、

オ
ム
ツ
交
換
の
た
め
の
体
位
変
換
、

オ
ム
ツ
装
着
、
汚
物
処
理
、
清
拭
等

▽
家
事
援
助

　

調
理
、
洗
濯
お
よ
び
掃
除
等
の
家

事
の
援
助

〔
事
例
〕
本
人
が
日
常
的
に
使
用
す

る
居
室
の
掃
除
や
洗
濯
等
、
生
活
必

需
品
や
食
材
の
買
い
物
等

▽
移
動
介
護

　

社
会
生
活
上
必
要
不
可
欠
な
外
出

お
よ
び
余
暇
活
動
な
ど
の
社
会
参
加

の
た
め
の
外
出
（
原
則
と
し
て
、
１

日
の
範
囲
内
で
用
務
を
終
え
る
も

の
）
の
際
の
移
動
の
介
護

〔
事
例
〕
市
役
所
へ
の
諸
手
続
き
、

衣
服
の
購
入
、
映
画
鑑
賞
、
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
、
友
人
宅
へ
訪
問
等
の
外
出

時
の
付
き
添
い

〔
利
用
の
制
限
〕
通
勤
、
営
業
活
動

等
の
経
済
活
動
に
係
る
外
出
、
通
年

か
つ
長
期
に
わ
た
る
外
出 
、
社
会
通

念
上
適
当
で
な
い
外
出　

〔
対
象
〕
屋
外
で
の
移
動
に
著
し
い

制
限
が
あ
る
視
覚
障
害
者
（
児
） 、
知

的
障
害
者
（
児
）
ま
た
は
全
身
性
障

害
者
（
児
）（
両
上
肢
、
両
下
肢
の
い

ず
れ
に
も
障
害
が
認
め
ら
れ
る
肢
体

不
自
由
１
級
の
者
お
よ
び
こ
れ
と
同

等
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
あ
る
と
市

が
認
め
た
者
）

▽
日
常
生
活
支
援

　

身
体
介
護
、
家
事
援
助
、
見
守
り

等
の
支
援

〔
事
例
〕 
床
ず
れ
防
止
の
た
め
の
体

位
変
換
や
オ
ム
ツ
交
換
、
見
守
り
な

が
ら
の
居
室
の
掃
除
、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、
歯
磨
き
等

〔
対
象
〕
全
身
性
障
害
者
（
児
童
は

含
ま
な
い
）

■
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

入
浴
、
食
事
の
提
供
、
創
作
的
活

動
、
機
能
訓
練
等
の
援
助
を
必
要
と

す
る
障
害
者
が
施
設
に
通
い
、
必
要

な
援
助
を
受
け
る
事
業
・
障
害
を
も

つ
児
童
が
施
設
に
通
い
、
日
常
生
活

に
お
け
る
基
本
的
な
動
作
の
指
導
お

よ
び
集
団
生
活
へ
の
適
応
訓
練
等
を

受
け
る
事
業

■
短
期
入
所
事
業
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
）

　

居
宅
に
お
い
て
介
護
を
受
け
る
こ

と
が
一
時
的
に
困
難
に
な
っ
た
障
害

者
が
施
設
に
短
期
入
所
し
、
必
要
な

援
助
を
受
け
る
事
業

■
地
域
生
活
援
助
事
業
（
生
活
寮
）

　

地
域
で
知
的
障
害
者
が
世
話
人
か

ら
日
常
生
活
の
援
助
を
受
け
な
が
ら

共
同
生
活
す
る
事
業

施  
設  
サ  
ー  
ビ  
ス

居  
宅  
サ  
ー  
ビ  
ス

■支援費制度の対象になるサービス

障　害　児知的障害者身体障害者区 分

更 生 施 設
（知的障害は、通所あり）

施
設
サ
ー
ビ
ス

授 産 施 設
（入所・通所）

通 勤 寮療 護 施 設

居宅介護等事業（ホームヘルプサービス）
居
宅
サ
ー
ビ
ス

デイサービス事業

短期入所事業（ショートステイ）

地域生活援助事業
（生活寮）

　

支支
援援
費費
制制
度度
はは
、、
ノノ
ーー
ママ
ララ
イイ
ゼゼ
ーー
シシ
ョョ
ンン
のの
理理

念念
のの
もも
とと
、、
障障
害害
者者
自自
らら
がが
ササ
ーー
ビビ
スス
をを
選選
択択
しし
、、

事事
業業
者者
とと
対対
等等
なな
立立
場場
でで
契契
約約
をを
結結
びび
、、
ササ
ーー
ビビ
スス

をを
利利
用用
すす
るる
制制
度度
でで
すす
。。

「「
支支
援援
費費
」」
とと
はは
、、
従従
来来
のの
措措
置置
制制
度度
のの
もも
とと
でで
行行
政政
がが
行行
政政
のの

責責
任任
にに
おお
いい
てて
負負
担担
しし
てて
いい
たた
「「
措措
置置
費費
」」
にに
代代
わわ
るる
もも
のの
でで
、、
契契

約約
にに
基基
づづ
きき
利利
用用
者者
がが
事事
業業
者者
にに
対対
しし
てて
自自
らら
負負
担担
すす
べべ
きき
費費
用用

にに
つつ
いい
てて
、、
行行
政政
がが
利利
用用
者者
のの
申申
請請
にに
基基
づづ
いい
てて
そそ
のの
支支
払払
いい
をを

「「
支支
援援
」」
すす
るる
もも
のの
でで
ああ
りり
、、
そそ
のの
仕仕
組組
みみ
をを
定定
めめ
たた
もも
のの
がが
「「
支支

援援
費費
制制
度度
」」
とと
なな
りり
まま
すす
。。

　

利　用　の　流　れ

支援費制度支援費制度とはとは

●
支
援
費
制
度
の
利
用
方
法

●
支
援
費
制
度
の
利
用
方
法

●
支
援
費
制
度
の
対
象
に
な
る

に
な
る

サ
ー
ビ
ス　
　
　
　
　
　
　

�支給決定

▲ ▲

指定

利用者利用者
指定事業者指定事業者

施設施設▲�利用者負担額
の支払い

▲

�サービスの
提供

▲

▲
�契約

狛江市狛江市

▲

�支援費の支払い

▲

�支援費の請求

東京都東京都

▲

�支援費の支給申請



広報こまえ　平成１５年（２００３年）９月１５日　�
　
「
法
の
日
週
間
」（　

月
１
日
〜
７

１０

日
）
と
「
行
政
相
談
週
間
」（　

月　
１０

２０

日
〜　

日
）
に
合
わ
せ
「
市
民
総
合

２６

相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。
日
常
生
活

で
の
ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み
ご
と
等
に
対

し
て
、
専
門
の
相
談
員
が
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　

総
合
相
談
で
は
、
法
律
相
談
、
市

政
相
談
等　

種
類
（
別
表
）
の
相
談

１９

窓
口
を
一
挙
に
開
設
し
ま
す
（
複
数

の
相
談
受
け
付
け
が
可
能
） 。相
談
は

す
べ
て
無
料
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

問
題
解
決
に
む
け
て
お
気
軽
に
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
相
談
と
も
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。
外
国
人
の
方
も

利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
証
書
、
契
約
書
等
相
談
に

関
係
す
る
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
持

参
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕　

月
２
日
�
午
後
１
時
か

１０

ら
４
時
ま
で
（
受
付
開
始
午
後
零
時

　

分
か
ら
）

３０〔
会
場
〕
市
役
所
正
面
玄
関
ア
プ

ロ
ー
チ
（
雨
天
の
場
合
は
、
４
階
特

別
会
議
室
ほ
か
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

　

�
シ
リ
ー
ズ
� �

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

乳
医
療
証
が　

月
１
日
か
ら
変
わ

１０

り
ま
す
。
新
し
い
乳
医
療
証
が
交
付

さ
れ
る
方
は
、　

月
１
日
以
降
も
引

１０

き
続
き
就
学
未
満
の
乳
幼
児
を
養
育

し
て
い
る
方
で
、
平
成　

年
中
の
所

１４

得
が
別
表
の
所
得
基
準
額
以
下
の
方

で
す
。
た
だ
し
、
現
在
乳
医
療
証
を

お
持
ち
の
方
で
現
況
届
を
提
出
し
て

い
な
い
方
、
未
申
請
の
方
お
よ
び
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
等
は
交
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

　
　

月
１
日
以
降
に
診
療
を
受
け
る

１０
と
き
は
、
必
ず
新
し
い
乳
医
療
証
と

健
康
保
険
証
を
一
緒
に
医
療
機
関
の

窓
口
へ
提
出
く
だ
さ
い
。
現
在
お
持

ち
の
乳
医
療
証
は
、
９
月　

日
で
使

３０

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
有
効

期
間
の
過
ぎ
た
乳
医
療
証
は
保
険
年

金
課
医
療
助
成
係
へ
返
却
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
） 。
新
し
い
乳
医
療
証
は
、

９
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
　

月
１
日
か
ら
、
乳
幼
児
医
療
助

１０
成
制
度
の
所
得
制
限
撤
廃
を
現
行
の

３
歳
未
満
か
ら
４
歳
未
満
に
引
き
上

げ
ま
す
。
こ
の
年
齢
拡
大
等
に
よ
っ

て
新
規
に
対
象
と
な
る
方
で
、
ま
だ

申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
申
請
く

だ
さ
い
。

〔
申
請
に
必
要
な
も
の
〕

①
乳
幼
児
の
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険
証

②
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

③
平
成　

年
１
月
２
日
以
降
狛
江
市

１５

に
転
入
さ
れ
た
方
の
み
、
前
住
所
地

の
区
市
町
村
が
発
行
し
た
「
平
成　
１５

年
度
住
民
税
課
税
証
明
書
」（
総
所
得

額
、
控
除
額
、
扶
養
人
数
等
の
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

４
月
１
日
よ
り
「
狛
江
市
の
市
民

参
加
と
市
民
協
働
の
推
進
に
関
す
る

基
本
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
を
具
体
的
に
動
か
す
た
め

に
現
在
指
針
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

指
針
（
案
）
は
、
４
つ
の
部
分
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
市
民
参
加
と
市
民
協
働
を
推
進

す
る
た
め
の
基
本
条
件
の
整
備
」「
市

民
参
加
の
推
進
」「
市
民
協
働
の
推

進
」「
市
民
参
加
と
市
民
協
働
の
実
施

状
況
の
公
表
・
報
告
」
に
つ
い
て
定

め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
指
針
（
案
）
に
つ
い

て
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
す
。

※
事
前
に
資
料
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

〔
日
時
〕　

月
５
日
�
午
後
１
時　

１０

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

■市民総合相談内容

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
多
く

の
自
治
体
で
は
行
政
を
経
営
す
る

と
い
う
視
点
か
ら
、
効
率
的
に
行

政
運
営
が
行
わ
れ
る
よ
う
組
織
の

あ
り
方
や
事
業
の
見
直
し
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
に
お
い

て
も
、
行
政
の
内
部
努
力
を
中
心

に
第
１
次
行
財
政
改
革
、
第
２
次

行
財
政
改
革
と
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
現
状
で
は
ま
だ
ま
だ
努

力
不
足
だ
と
感
じ
て
い
る
市
民
の

皆
さ
ん
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
も
正
念
場
を
迎
え

て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
行
政
運
営

の
方
法
を
踏
襲
し
た
ま
ま
で
は
、

さ
ら
な
る
効
果
は
望
め
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
第
３
次
行
財
政
改
革
推

進
計
画
は
、
で
き
る
限
り
実
効
性

が
あ
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。
例

え
ば
、
行
政
コ
ス
ト
を
削
減
す
る

た
め
次
の
よ
う
な
計
画
を
挙
げ
て

い
ま
す
。
人
件
費
の
適
正
化
と
し

て
、
国
家
公
務
員
で
は
再
任
用
制

度
と
あ
わ
せ
て
導
入
さ
れ
て
い
る

　

歳
昇
給
停
止
（
市
で
は　

歳
昇

５５

５８

給
停
止
）
の
実
施
、
期
末
勤
勉
手

当
（
ボ
ー
ナ
ス
）
の
勤
勉
手
当
部

分
の
支
給
基
準
の
見
直
し
な
ど
、

ま
た
行
政
運
営
方
法
の
見
直
し
と

し
て
、
公
設
民
営
を
含
め
た
保
育

園
の
あ
り
方
の
検
討
、
２
館
あ
る

公
民
館
を
組
織
と
し
て
１
館
と
す

る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

計
画
倒
れ
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
着

実
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

公
設
民
営
と
は
、
そ
の
名
の
と

お
り
「
公
が
設
置
し
て
、
民
間
が

運
営
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
民
間
と
は
、
社
会
福
祉
法
人

だ
け
で
な
く
株
式
会
社
な
ど
も
含

ま
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
今
ま
で
の

認
可
保
育
園
は
、
公
設
公
営
（
地

方
自
治
体
の
直
営
）
か
、
社
会
福

祉
法
人
に
よ
る
民
設
民
営
で
し
た

が
、
規
制
緩
和
が
図
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
株
式
会
社
や
N
P
O
法

人
な
ど
の
民
間
に
認
可
保
育
園
を

運
営
委
託
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
動
き
に
い
ち
早

く
対
応
し
た
の
が
三
鷹
市
で
す
。

待
機
児
童
解
消
の
必
要
性
か
ら
平

成　

年
４
月
に
株
式
会
社
に
運
営

１３
委
託
し
た
全
国
初
の
公
設
民
営
の

保
育
園
を
開
園
し
ま
し
た
。
現
在

で
は
、
三
鷹
市
を
手
本
と
し
て
、

多
く
の
自
治
体
で
社
会
福
祉
法
人

や
株
式
会
社
に
運
営
委
託
し
た
公

設
民
営
保
育
園
が
開
園
さ
れ
、
利

用
者
の
満
足
度
や
財
政
的
な
成
果

に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
設
民
営
保
育
園
の
是
非
を
簡

単
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
市
と
し
て
も
、
新
し
い
保

育
園
運
営
の
仕
組
み
と
し
て
、
問

題
点
な
ど
を
整
理
・
調
査
し
な
が

ら
研
究
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課

１　

ど
ん
な
こ
と
を
や
る
つ
も
り

　

な
の
か

２　

公
設
民
営
の
保
育
園
と
は

相 談 員 等相 談 内 容相 談 名

弁護士相続、債権債務、借地借家等民事、刑事を問わず、
あらゆる法律に関する相談法律相談

人権擁護委員いじめ、親子、近隣者関係等日常生活でもっとも
身近な人権問題についての相談人権身の上相談

行政相談委員国や公社等の仕事に対する意見、苦情や要望等行政相談

東京税理士会武蔵府中支
部

所得税、相続税、贈与税をはじめ税務全般につい
ての相談税務相談

東京土地家屋調査士会調
布支部

土地、建物の調査および測量や不動産の表示登記
についての相談

土地家屋調査測量表示登
記相談

東京都宅地建物取引業協
会調布狛江支部

土地、建物の売買、アパートの賃貸契約等につい
ての相談不動産取引相談

東京都行政書士会調布支
部

相続に関する分割協議書、内容証明や日常生活に
関する書類作成についての相談

相続等暮らしの書類作成
相談

東京司法書士会調布支部相続、贈与、売買等の登記手続きや裁判所に提出
する書類作成についての相談登記相談

狛江市シルバー人材セン
ター

ほぼ６０歳以上の健康な方を対象に、就業や仕事
の依頼についての相談高齢者就業相談

建築士一般住宅の新設、増改築等や高齢者等の住宅相談住宅相談

東京都交通事故相談員被害者、加害者を問わず、賠償問題、示談問題等
交通事故全般の相談交通事故相談

府中公共職業安定所就職についての相談就職相談

三鷹労働基準監督署
府中公共職業安定所

賃金、解雇、退職金、労災等労働条件に関する相
談全般労働相談

市消費生活相談員訪問販売やクレジット利用等契約に関するトラブ
ルについての相談消費生活相談

ＯＡ機器メーカーＳＥ等基本的な操作方法、インターネットや電子メール
等パソコン全般についての相談パソコン相談

元金融・生命保険事務経
験者

保険、公的保障、預貯金等金融面も含め生活設計
全般の相談ライフプラン総合相談

市民協働課
（狛江市国際交流協会）

市内に住む外国人のための日常生活相談
（中国語、ハングル語、英語で対応します）外国人生活相談

カウンセラー女性のさまざまな悩みごと（夫婦・家族間の問題、
心の問題やからだのこと等）についての相談女性悩みごと相談

市長ほか担当者市政に対する意見、要望、苦情等市政相談

乳
幼
児
医
療
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

悩 
み 
ご 
と 
相 
談 
く 
だ 
さ 
い

「
市
民
総
合
相
談
」
と
し
て　

種
類
の
相
談
窓
口
を
一
挙
に
開
設　

１９

所得制限基準額扶養者の数

４�６８０�０００円０人

５�０６０�０００円１人

５�４４０�０００円２人

５�８２０�０００円３人

６�２００�０００円４人

■所得制限基準額
（所得とは、収入から必要経費を引いたものです）

１人増す毎に３８０�０００円加算

※所得から控除できるもの
１．雑損（確定申告で認められ
た額）
２．医療費（確定申告で認めら
れた額）
３．小規模企業共済等掛金（掛
金相当額）
４．障害者（２７万円）
５．老年者（５０万円）
６．寡婦（夫）（２７万円）
７．勤労学生（２７万円）
８．特別障害者（４０万円）
９．特別寡婦（３５万円）

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
く
だ
さ
い

〜
狛
江
市
市
民
参
加
と
市
民
協
働
の
推
進
指
針
〜

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

W
h
a
t
�s
行
財
政
改
革

W
h
a
t

W
h
a
t
��s
行
財
政
改
革

 s
行
財
政
改
革　
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▽
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前
８
時　

２８

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▽ 
夜
間
窓
口

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
・　

日
�
午

１８

２５

後
５
時
か
ら
８
時
ま
で

〔
場
所
〕
２
階
収
納
課

　

な
お
、
平
成　

年
度
国
民
健
康
保

１５

険
税
（
第
３
期
分
） 、
介
護
保
険
料

（
第
３
期
分
）
は
、
９
月　

日
�
ま

３０

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

　

新
増
築
家
屋
調
査
の
た
め
、
固
定

資
産
評
価
補
助
員
（
市
職
員
）
が
伺

い
ま
す
。
そ
の
際
、
家
屋
内
部
の
調

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
建
築
図
面
等
の

準
備
も
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成　

年
中
に
取
り
壊
し
た
家
屋

１５

は
、
平
成　

年
度
の
固
定
資
産
税
・

１６

都
市
計
画
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

登
記
・
未
登
記
に
か
か
わ
ら
ず
連
絡

く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

　

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
（
以

下
「
自
賠
責
」
）
は
、
年
間
１
０
０

万
人
を
超
え
る
交
通
事
故
の
被
害
者

の
方
に
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
賠

責
は
被
害
者
救
済
の
制
度
で
す
が
、

自
分
や
家
族
の
将
来
そ
し
て
財
産
を

守
る
た
め
に
も
必
ず
加
入
し
ま
し
ょ

う
。

　

特
に
車
検
制
度
が
な
い
ミ
ニ
バ
イ

ク
は
自
賠
責
の
加
入
・
継
続
を
忘
れ

が
ち
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

　

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
上
期
分
（
４
月
か
ら
９
月
ま
で
）

で
す
。

〔
補
助
金
額
〕
児
童
１
人
に
つ
き
、

月
額
６
�
０
０
０
円
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
在
宅
福
祉
課

　

介
護
保
険
制
度
を
円
滑
か
つ
適
切

に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
、
狛
江
市

介
護
保
険
推
進
市
民
協
議
会
委
員
を

次
の
要
件
に
よ
り
公
募
し
ま
す
。
応

募
希
望
の
方
は
要
領
を
送
付
し
ま
す

の
で
９
月　

日
�
ま
で
に
連
絡
く
だ

２５

さ
い
。

〔　

歳
以
上　

歳
未
満
の
市
民
〕
２

４０

６５

人〔　

歳
以
上
の
市
民
〕
２
人

６５
〔
居
宅
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
施
設
サ
ー

ビ
ス
の
従
事
者
〕
２
人
以
内

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
介
護

福
祉
課
へ
。

▽
高
齢
歩
行
者
保
護
誘
導
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
薄
暮
時
間
帯
に
実
施

▽
自
転
車
無
料
点
検

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
１
時
か

２４

ら
２
時
ま
で

〔
会
場
〕
市
役
所
前
市
民
ひ
ろ
ば

▽
自
転
車
・
二
輪
車
ス
ト
ッ
プ
作
戦

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
・　

日
�
午

２２

２９

前　

時
か
ら

１０
〔
会
場
〕
世
田
谷
通
り
狛
江
陸
橋
北

詰
交
差
点
付
近
（
東
和
泉
３
丁
目
１

番
先
道
路
）

※
な
お
、
当
日
の
天
候
に
よ
り
中
止

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
管
理
課　

　
〔
対
象
〕

▽
来
年
小
学
校
に
入
学
す
る
心
身
に

障
害
の
あ
る
方

▽
現
在
小
学
校
６
年
に
在
学
し
て
い

て
、
来
年
４
月
か
ら
都
立
盲
・
ろ
う
・

養
護
学
校
の
中
等
部
ま
た
は
市
立
中

学
校
の
心
身
障
害
学
級
へ
入
学
を
希

望
す
る
方

▽
現
在
通
常
の
学
級
に
在
学
し
て
い

て
、
市
立
小
・
中
学
校
の
心
身
障
害

学
級
へ
転
学
ま
た
は
通
級
学
級
（
小

学
校
の
み
）
へ
通
級
を
希
望
さ
れ
る

方〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課

　

子
ど
も
の
心
の
教
育
を
、
家
庭
、

学
校
、
地
域
社
会
の
連
携
の
も
と
に

推
進
す
る
と
い
う
趣
旨
を
踏
ま
え
、

開
か
れ
た
学
校
教
育
と
い
う
視
点
か

ら
、
全
校
で
実
施
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
旧
日
本
軍
の

軍
人
・
軍
属
等
と
し
て
戦
死
さ
れ
た

方
の
ご
遺
族
に
弔
慰
金
（
２
６
０
万

円
）
を
、
ま
た
重
度
戦
傷
病
者
の
方

に
は
見
舞
金
等
（
４
０
０
万
円
）
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
弔
慰
金
等
の
支
給
に
つ
い
て
、

総
務
省
お
よ
び
東
京
都
主
催
の
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
１
時　

１０

１０

３０

分
か
ら
４
時
ま
で

〔
会
場
〕
足
立
区
役
所

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
省
大
臣
官
房

管
理
室
弔
慰
金
等
支
給
業
務
室
�

（
３
５
３
９
）
７
８
３
０

　

従
業
員
を
１
人
で
も
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災
・

雇
用
）
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
加
入
が
ま
だ
済
ん
で

い
な
い
事
業
主
の
皆
さ
ん
、
従
業
員

が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
、
今
す

ぐ
、
加
入
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
府

中
・
雇
用
保
険
適
用
課
�
０
４
２（
３

３
６
）
８
６
０
９
ま
た
は
三
鷹
労
働

基
準
監
督
署
・
労
災
課
�
０
４
２
２

（　

）
１
１
６
１

４８
▽
第
１
分
科
会

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
７
時
か

１７

ら〔
会
場
〕
５
０
１
会
議
室

▽
第
３
分
科
会

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
７
時
か

１９

ら〔
会
場
〕
５
０
１
会
議
室

▽
第
４
分
科
会

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
７
時
か

２４

ら〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

▽
第
５
分
科
会

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
７
時
か

２６

ら〔
会
場
〕
３
０
１
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
６
時
か

２４

ら〔
会
場
〕
第
二
小
学
校　
　
　

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課

新
増
築
家
屋
調
査
に
協
力
を

�
第
８
回
狛
江
市
立
狛
江
第
二
・
第

七
小
学
校
新
校
開
校
委
員
会

時　間実施日学校名

午前８時４５分から９月２５日�第一小学校

午後１時４５分から１０月３１日�第二小学校

午前１０時４５分から２月７日�第三小学校

午後１時４０分から２月６日�第五小学校

午後１時３５分から９月２６日�第六小学校

午後１時４５分から２月２０日�第七小学校

午後１時３５分から１月２９日�和泉小学校

午後１時３０分から９月２６日�第一中学校

午後２時２５分から１月２６日�第三中学校

午後１時３０分から１月２３日�第四中学校

■平成１５年度道徳授業地区公開講座実施予定

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座

朝
鮮
半
島
・
台
湾
出
身
の
旧

軍
人
軍
属
等
で
あ
っ
た
方
お

よ
び
そ
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ※第二中学校は、９月１２日�に実施されました。

�
第
３
回
狛
江
市
基
本
計
画
策
定
市

民
会
議

多
摩
川
の
魚
捕
り

　

周
囲
に
人
家
の
な
い
多
摩
川
の
夜

は
真
暗
だ
っ
た
。
日
が
暮
れ
る
と
カ

ン
テ
ラ
に
灯
油
を
入
れ
、
ダ
ム
の
と

こ
ろ
に
魚
捕
り
に
い
く
。
ダ
ム
が
ま

だ
蛇
籠
で
で
き
て
い
た
大
正
か
ら
昭

和
初
期
の
話
で
あ
る
。

　

夜
は
魚
が
お
と
な
し
い
。
川
の
中

を
歩
い
て
い
る
だ
け
で
も
鮎
が
足
に

ぶ
つ
か
っ
て
く
る
。
カ
ン
テ
ラ
で
照

ら
し
て
網
を
入
れ
る
。
投
網
を
使
う

と
た
く
さ
ん
捕
れ
た
。
漁
が
終
わ
る

の
は
い
つ
も
夜
中
で
あ
る
。

　

捕
っ
た
鮎
は
、
家
に
持
ち
帰
り
、

綱
の
先
に
つ
け
て
、
井
戸
の
中
に
下

げ
て
お
く
。
そ
れ
で
も
鮮
度
が
落
ち

な
か
っ
た
。
網
は
大
事
な
も
の
だ
か

ら
と
、
帰
っ
て
く
れ
ば
ま
ず
干
し
た

し
、
ど
ん
な
に
疲
れ
て
い
て
も
必
ず

手
入
れ
を
し
た
。

　

現
金
収
入
の
少
な
い
農
家
に
と
っ

て
鮎
は
よ
い
収
入
源
だ
っ
た
。
だ
か

ら
捕
れ
た
鮎
は
一
箇
所
に
集
め
、
腹

を
裂
い
て
、
表
面
を
拭
い
て
、
鮎
籠

に
入
れ
て
、
井
戸
で
保
管
し
、
朝
四

時
、
担
ぎ
屋
の
手
で
日
本
橋
ま
で

持
っ
て
い
っ
た
。

　

担
ぎ
屋
は
、
鮎
籠
を
何
枚
も
重
ね

て
天
秤
棒
の
両
端
に
下
げ
、
そ
れ
を

担
い
で
、
ま
だ
暗
い
道
を
日
本
橋
ま

で
駆
け
足
で
行
っ
た
。
だ
か
ら
こ
こ

で
も
た
い
し
て
鮮
度
が
落
ち
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

　

日
本
橋
の
料
亭
に
着
く
と
、
多
摩

川
鮎
は
香
り
が
よ
い
か
ら
と
喜
ん
で

く
れ
た
。
そ
し
て
風
呂
に
入
れ
て
く

れ
て
、
お
金
を
袋
に
入
れ
て
く
れ
て
、

一
杯
飲
ま
せ
て
く
れ
て
、
ご
飯
も
出

し
て
く
れ
た
。
だ
か
ら
み
ん
な
喜
ん

で
行
っ
た
と
い
う
。

　

石
倉
で
も
よ
く
捕
れ
た
。
川
の
中

に
、
河
原
の
玉
石
を
積
ん
で
一
週
間

く
ら
い
お
く
と
、
そ
の
下
に
魚
が
集

ま
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
回
り
を
す
だ

れ
で
囲
っ
て
、
中
の
石
を
ど
け
て
い

く
と
、
手
で
捕
れ
る
ほ
ど
た
く
さ
ん

の
鮎
が
入
っ
て
い
た
。

　

ハ
ヤ
の
瀬
付
き
も
見
ら
れ
た
。
瀬

付
と
は
、
桜
の
咲
く
こ
ろ
ハ
ヤ
が
卵

を
産
み
に
集
ま
っ
て
く
る
現
象
で
、

多
摩
川
に
は
、
適
度
な
流
れ
と
、
よ

い
砂
利
が
あ
る 
証 
で
も
あ
っ
た
。

あ
か
し

　

そ
の
他
、
ダ
ボ
ハ
ゼ
、
ス
ナ
モ
グ

リ
、
ゲ
バ
チ
な
ど
も
い
て
、
釣
り
人

や
子
ど
も
た
ち
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

ウ
ナ
ギ
も
た
く
さ
ん
い
た
。
夕
暮

れ
ど
き
、
ウ
ナ
ギ
ド
ウ
を
持
っ
て
捕

り
に
い
っ
た
。
ド
ウ
と
は
細
長
い
竹

で
編
ん
だ
筒
で
、
一
旦
入
っ
た
ウ
ナ

ギ
が
な
か
な
か
出
ら
れ
な
い
構
造
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
ミ
ミ
ズ
を

入
れ
、
川
の
中
に
沈
め
て
お
き
、
夜

明
け
前
に
引
き
上
げ
に
行
っ
た
。

　

捕
っ
た
ウ
ナ
ギ
は
登
戸
ま
で
持
っ

て
い
け
ば
、
仕
切
り
場
が
あ
っ
て
、

結
構
小
遣
い
に
な
っ
た
。

　

マ
ル
タ
も
た
く
さ
ん
い
た
。
春
に

な
る
と
卵
を
産
み
に
く
る
の
で
、
そ

れ
を
捕
っ
て
初
節
句
の
お
土
産
に
し

た
。
マ
ル
タ
は
大
き
く
て
味
は
良

か
っ
た
が
、
骨
が
多
く
て
子
供
に
食

べ
さ
せ
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。
だ
か

ら
焼
い
て
、
ま
た
煮
て
食
べ
さ
せ
た
。

特
に 
尻
尾 
に
は
骨
が
多
か
っ
た
。

し
っ
ぽ

　

ナ
マ
ズ
も
い
た
。
ナ
マ
ズ
は
一
日

陰
干
し
を
し
て
お
い
て
、
味
噌
汁
の

ダ
シ
に
し
た
。

　
　

井　

上　
　

孝　

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その１１６－

　

月
は
「
労
働
保
険
適
用
促

１０進
月
間
」

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険

 （
強
制
保
険
）

市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

お
よ
び
相
談
窓
口

私
立
心
身
障
害
児
訓
練
施
設

通
所
児
童
補
助
金
受
け
付
け

介
護
保
険
推
進
市
民
協
議
会

委
員
募
集

心
身
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ

ん
の
就
学
・
転
学
相
談
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私
た
ち
の
家
か
ら
出
た
ご
み
は

ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
か
ら

出
さ
れ
た
ご
み
を
集
め
て
、
稲
城

市
に
あ
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
多

摩
川
に
運
び
ま
す
。
燃
え
る
ご
み

は
そ
の
ま
ま
燃
や
し
、
燃
え
な
い

ご
み
は
人
の
手
で
資
源
な
ど
を
取

り
除
い
た
あ
と
、
細
か
く
砕
い
て

金
属
や
ア
ル
ミ
な
ど
資
源
を
取
り

除
き
、
燃
え
る
ご
み
と
一
緒
に
燃

や
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
約　

分
の

１０

１
ま
で
量
を
減
ら
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
多

摩
川
で
は
、
残
っ
た
灰
も
も
う
一

度
溶
か
し
て
「
ス
ラ
グ
」
と
い
う

砂
状
の
資
源
と
、
残
っ
て
い
る
銅

な
ど
の
金
属
資
源
に
分
け
て
再
利

用
し
ま
す
。「
ス
ラ
グ
」
は
、
砂
の

代
わ
り
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
に

混
ぜ
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
残
っ
て
し
ま
っ
た
灰

は
、
日
の
出
町
に
あ
る
二
ツ
塚
最

終
処
分
場
に
埋
め
立
て
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
は
そ
の
灰
を

使
っ
て
「
エ
コ
セ
メ
ン
ト
」
を
つ

く
り
、
埋
め
立
て
す
る
量
を
少
な

く
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
で
は
今
後
も

出
て
し
ま
っ
た
ご
み
を
安
全
に
、

無
駄
な
く
処
理
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て
る
量

を
最
小
限
に
す
る
努
力
を
し
て
い

き
ま
す
。

ご　

み　

処　

理　

の　

流　

れ

飛灰固化物 溶融スラグ・メタル

各家庭など

残　灰

二ツ塚最終処分場

再　

利　

用

（
リ
サ
イ
ク
ル
）

燃えないごみ燃えるごみ 資　源　物

クリーンセンター多摩川

プラスチックの分別にご注意を

燃えるごみは、集めてそ

のまま焼却します。

燃えないごみは、いった

ん細かく砕いて資源とな

る鉄やアルミなどを取り

除いたあと、燃えるごみ

と一緒に焼却します。

ごみを焼却したときに出

たガスをフィルターでろ

過したときに出る塵

焼却灰に電気で熱を加え

て溶かし、スラグとメタ

ルをつくります。

日の出町にある埋め立て処

分場。市内には埋め立てを

できるところがないため、

ここに埋め立てています。

ビン・缶・ペットボトル・

古紙・古布・金属・植木

せん定枝などはそれぞれ

分別して収集し、リサイ

クルしています。

※プラスチックは大きさによって出す日が違っています。
　１５�以下のプラスチック　→　燃えるごみ
　１５�以上５０�以下のプラスチック　→　燃えないごみ
　プラスチックは大きすぎると均一に燃えないため、大きなものは細かく
砕くことが必要ですが、小さなものに関しては砕く必要がないため、燃え
るごみとして収集しています。

　今、ごみ減量は私たち一人ひとりにとって避けることのできない問題となってい
ます。今回はさらなる減量化の道として、｢ごみ ｣の現状を具体的なことを含めて
市民の皆さんにお知らせします。
　ごみの減量化・資源化をもう一歩前進させるには、これまで以上にごみの分別を
徹底していく必要があります。皆さんのご協力をお願いします。
〔問い合わせ〕清掃課

　

今
地
球
上
に
は
、
多
く
の
環
境

問
題
が
あ
り
ま
す
。
大
気
の
温
暖

化
、
森
林
の
減
少
、
砂
漠
化
の
進

行
、
酸
性
雨
、
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
の

発
生
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
に
よ
る
大

気
や
水
・
土
壌
・
海
洋
汚
染
等
、

地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
が
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。

　

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
問
題
が

起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
私
た
ち
は
毎
日
多
く
の
「
モ

ノ
」
を
消
費
し
、
物
質
的
に
は
豊

か
な
生
活
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
「
モ
ノ
」

を
つ
く
る
た
め
の
材
料
が
日
本
に

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
を
つ
く
る
た
め
に
、
他
の
国
々

の
自
然
を
破
壊
し
て
い
る
の
で

す
。 
そ
の
結
果
森
林
が
破
壊
さ
れ
、

そ
こ
に
住
む
人
々
や
動
物
、
植
物

が
生
活
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
に
必
要
な

の
は
、
ご
み
を
出
さ
な
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
変
え
て
い
く
こ
と
で

す
。
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大

量
廃
棄
の
一
方
通
行
を
繰
り
返
す

社
会
経
済
の
仕
組
み
と
、
そ
れ
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
き
た
生
活
を

見
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
た
め
に
、
世
界
中
で
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
て

お
り
、
日
本
で
も
「
循
環
型
社
会

形
成
推
進
基
本
法
」
の
ほ
か
、
法

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

循　

環　

型　

の　

社　

会　

へ
ごみ排出量：市内の各家庭から出るごみと、事業所から出されたごみを合わせた量。

資源回収量：ビン・缶・古紙・古布・金属・ペットボトル・植木せん定枝などを回

　　　　　　収したものと、資源ごみ集団回収・古紙の拠点回収など、資源として

　　　　　　回収したもの。

◆狛江市のごみと資源排出量の推移◆

◆このように処理されています◆

環環 境境 特特 集集
～～ごごみみ問問題題～～

可燃ごみの戸別収集 市内で収集した缶類

単位：t
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■
古
紙
類

　

新
聞
紙
や
雑
誌
等
、
大
き
な
紙

は
そ
れ
ぞ
れ
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
新

聞
・
雑
誌
そ
の
他
の
紙
・
牛
乳
パ
ッ

ク
」
に
分
け
て
ひ
も
で
束
ね
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

紙
は
大
き
な
も
の
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
名
刺
よ
り
も
大
き
な

紙
は
す
べ
て
資
源
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ま
ま
捨
て
る
と
ご
み
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
分
け
て

出
せ
ば
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
マ
イ
バ
ッ
ク

　

買
物
を
す
る
と
、
た
い
て
い
持

ち
帰
る
た
め
の
レ
ジ
袋
が
も
ら
え

ま
す
が
、
そ
の
後
は
ご
み
袋
と
し

て
利
用
し
て
い
る
方
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
も
石

油
を
使
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
レ
ジ
袋
が
燃
え
る
ご

み
の
中
に
ど
の
く
ら
い
入
っ
て
い

る
の
か
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

家
庭
か
ら
ご
み
を
集
め
て
い
る

車
１
台
に
は
、
２
ト
ン
の
ご
み
が

入
り
ま
す
。
私
た
ち
が
１
日
に
出

す
燃
え
る
ご
み
の
量
は
約
６
６
２

�
、
車
１
台
に
約
３
�
０
２
１
人

分
の
ご
み
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
レ
ジ
袋
が
ど
の
く
ら

い
の
量
を
占
め
て
い
る
か
と
い
う

と
、
レ
ジ
袋
お
よ
そ
１
枚
６
�
と

換
算
し
て
２
ト
ン
車
に
約
３
�
２

４
２
枚
も
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
中
に
は
、
レ
ジ
袋
だ

け
を
捨
て
て
い
る
も
の
も
多
く
み

ら
れ
ま
し
た
。

　

結
局
ご
み
に
な
っ
て
し
ま
う
も

の
は
も
ら
わ
ず
に
、
マ
イ
バ
ッ
ク

を
持
っ
て
買
物
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

清
掃
課
で
は
、
昨
年
製
作
し
て

好
評
を
い
た
だ
い
た
マ
イ
バ
ッ
ク

を
、
今
年
も
市
民
ま
つ
り

で
販
売
す
る
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

■
生
ご
み

　

生
ご
み
の
中
で
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
る
の
は
「
水
分
」
で
す
。

こ
れ
を
絞
る
だ
け
で
も
ご
み
の
減

量
に
は
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に
は
、

ギ
ュ
ッ
と
絞
っ
て
か
ら
出
す
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
ご
み
処
理
機
も
効
果

的
で
す
。
こ
れ
は
、
生
ご
み
を
分

解
、
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

ご
み
を
大
幅
に
減
量
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
家
庭
菜
園
や
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
を
す
る
際
に
肥
料
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
電
動
式
生
ご
み
処
理

機
を
購
入
す
る
方
に
、
購
入
費
の

助
成
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
ぜ
ひ
検
討
く
だ
さ
い
。

〔
助
成
内
容
〕

▽
電
動
の
生
ご
み
処
理
機
を
購
入

し
た
場
合
一
世
帯
に
１
基
ま
で

▽
助
成
金
額　

２
万
５
�
０
０
０

円
を
上
限
に
半
額
を
助
成
し
ま
す
。

※
購
入
前
に
助
成
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い 
。

ご  
み  
を  
減  
量  
す  
る  
に  
は

　

き
ち
ん
と
処
理
さ
れ
て
い
る
か

ら
と
い
っ
て
、
い
く
ら
で
も
ご
み

を
出
し
て
し
ま
っ
て
い
て
は
ど
ん

ど
ん
処
理
費
も
上
が
り
、
私
た
ち

の
負
担
す
る
税
金
も
多
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

実
際
に
、
も
し
ご
み
の
中
か
ら

生
ご
み
と
資
源
に
な
る
紙
を
出
さ

な
い
よ
う
に
し
た
と
し
た
ら
、
ど

の
く
ら
い
の
節
約
に
な
る
か
を
計

算
し
て
み
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
に
私
た
ち
一
人
ひ

１４

と
り
が
１
日
当
た
り
に
出
し
た
燃

え
る
ご
み
の
量
は
約
６
６
２
�
で

す
。
燃
え
る
ご
み
の
中
に
は
、
生

ご
み
が　

・
４
％
、
資
源
に
な
る

３５

紙
が　

・
６
％
含
ま
れ
て
い
ま
し

１８

た
（
平
成　

年
３
月
可
燃
ご
み
組

１５

成
分
析
よ
り
） 。
こ
れ
は
、
燃
え

る
ご
み
全
体
の　

％
に
も
な
り
ま

５４

す
。
つ
ま
り
、
１
日
当
た
り
に
生

ご
み
を
２
３
４
�
、
資
源
と
な
る

紙
類
を
１
２
３
�
出
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
す
べ
て
分
別
し
た
と

す
る
と

▽
生
ご
み
２
３
４
�
＋
資
源
と
な

る
紙
類
１
２
３
�　

↓
３
５
７
�

▽
１
日
当
た
り
３
５
７
�
×
人
口

７
万
６
�
０
９
６
人
（
８
月
末
日

現
在
） 　

↓
２
�
７
１
６
万
６
�

２
７
２
�

▽
１
年
間
で
２
�
７
１
６
万
６
�

２
７
２
�
×
３
６
５
日　

↓　

億
９９

１
�
５
６
８
万
９
�
２
８
０
�
の

減
量
に
な
り
ま
す
。

　

１
日
に
１
人
が
減
ら
す
量
を
見

る
と
３
５
７
�
と
少
な
い
よ
う
で

す
が
、
そ
れ
が
積
み
重
な
る
と
大

き
な
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
皆
さ
ん
の
家
庭

１４

か
ら
出
た
燃
え
る
ご
み
の
量
は
、

１
６
２
億
６
�
７
０
０
万
�
で
し

た
。
も
し
も
、
皆
さ
ん
の
努
力
で

ご
み
を
減
量
で
き
た
と
す
る
と

▽
１
６
２
億
６
�
７
０
０
万
�

－

　

億
１
�
５
６
８
万
９
�
２

９９
８
０
�　

↓　

億
５
�
１
３
１
万

６３

７
２
０
�

　

と
な
り
、
現
在
の
ご
み
の
半
分

以
上
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
み
を
処
理
す
る
と
い
う
環
境

に
対
す
る
影
響
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
る
だ
け
で
な
く
、
ご
み
を
減

量
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
皆
さ
ん

が
負
担
し
て
い
る
税
金
も
大
幅
に

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す 
。　

分 
別 
に 
よ 
る 
経 
費 
へ 
の 
効 
果

　封筒やメモ用紙のような小さな紙、お菓子や製品が入っていた空き箱、ボー
ル紙製品、ちらしやパンフレット、包装紙など、これらを「その他紙」と呼ん
でいます。「その他紙」も古紙の日に出せば資源になり、再び再生紙としてよみ
がえります。
　家庭の中で、「その他紙」をごみ箱に入れず、工夫して袋などに分けておく習
慣を付けましょう。

その他紙の例

・包装紙・はがき
・ちらし・空き箱、ボール紙
・パンフレット・封筒
・紙袋 （ビニール製の手提げ
　　　　　やひも類は除く）

・メモ用紙類
・はしの包み

・名刺・雑誌

狛江 太郎�

その他紙の出し方
・小さな紙は雑誌の間に挟んだり、封筒や紙袋などに
入れる。
・箱は分解して折りたたみ、ひもで束ねる。
・雑誌はひもで束ねる。
※紙以外のもの（クリップ・ガムテープ・布類・金具
など）は取り除いてください。

その他紙以外の出し方
・新聞紙→ひもで束ねる。折り込み広告は一緒でも可。
・段ボール→折りたたんでひもで束ねる。
・牛乳パック→水洗いして広げ、ひもで束ねる。

リサイクルできない紙
　紙製品でも、紙コップ・紙皿・写真・窓付き封筒・
カーボン紙などはリサイクルできません。

×

「その「その他紙」はこのように
出しましょう

※燃えるごみを 1�処理するのに

かかる費用　５７.０３円（平成１３年度）

�現在かかっている費用

 １６２億６,700 万�×５７.０３円

　　　　→ 9億 2,770 万 7,010 円
�減量分の費用  

 99 億 1,568 万 9,280�×５７.０３円

　　　   → 5億 6,549 万 1,759 円
�差引  

 9 億 2,770万 7,010円 ー 5億 6,549 

  万 1,759 円

　　　　  → 3億 6,221 万 5,251 円
　　　　　　　しかかかりません。

　一人ひとりが少し気を付けるこ

とによって、これだけ多くの効果が

あります。ごみ箱に入れる前に、

ちょっと考えてみてください。　

こんなに節約！

「その「その他紙」を燃やせるごみに
出していませんか？

市民参加でごみ減量！
～自然循環の社会を目指して～



　
〔
日
時
〕　

月
８
日
�
受
付
時
間
は

１０

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
６
月
生
ま
れ
の
乳
児〔
持
ち
物
〕

１５母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕　

月
６
日
�
受
付
時
間
は

１０

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
３
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１４母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

寝
た
き
り
予
防
の
体
操
な
ど
の
教

室
で
す
。　

歳
以
上
で
、
疾
病
や
老

４０

化
な
ど
で
、
心
身
の
機
能
が
低
下
し

て
い
る
方
、
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ

い
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕　

月
１
日
�
午
前　

時
〜

１０

１０

正
午〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

よ
り
よ
い
介
護
の
条
件
は
、
介
護

者
自
身
の
心
身
の
健
康
状
態
が
良
好

な
こ
と
で
す
。
介
護
で
疲
れ
た
体
と

心
を
少
し
で
も
楽
に
し
ま
せ
ん
か
。

　

現
在
介
護
を
し
て
い
る
方
、
在
宅

介
護
に
関
心
の
あ
る
方
、
お
気
軽
に

参
加
く
だ
さ
い
。

〔
定
員
〕　

人
（　

月
７
日
�
講
演

３０

１０

会
の
み
参
加
も
受
け
付
け
）〔
会
場
〕

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
等

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

現
在
第
１
子
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
講
座
で
す
。

妊
娠
中
の
生
活
、
出
産
、
育
児
に
つ

い
て
学
び
な
が
ら
友
だ
ち
づ
く
り
を

し
ま
せ
ん
か
。

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

生
活
の
夜
型
化
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
の

た
め
に
朝
食
を
抜
く
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
朝
食
に
は
、
血
糖
値
を
上
げ

て
脳
や
体
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
し

た
り
、
一
日
の
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え

る
と
い
っ
た
役
割
も
あ
り
ま
す
。
栄

養
士
に
よ
る 
朝
食 
に
関
す
る
話
や
調

理
実
習
を
と
お
し
て
自
分
の
食
生
活

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
（
試
食
あ
り
） 。

〔
日
時
〕　

月
４
日
�
午
後
１
時　

１０

３０

分
〜
４
時
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
持
ち

２４

物
〕
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ
き
ん
・

筆
記
用
具

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
９
月

　

日
�
か
ら
健
康
課
�（
３
４
８
８
）

１６１
１
８
１
へ
。

　
〔
日
時
〕９
月　

日
�
午
後
３
時
〜

２０

４
時　

分
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー

３０

ル
（
無
料
）〔
講
師
〕
青
山
敏
明
さ
ん

（
農
学
博
士
）〔
演
題
〕
油
な
の
に
ダ

イ
エ
ッ
ト
効
果
が
あ
る
中
鎖
脂
肪
酸

に
つ
い
て

〔
問
い
合
わ
せ
〕
医
師
会
�
（
３
４

８
８
）
２
２
６
７

　

育
児
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
、
も

ち
ろ
ん
お
母
さ
ん
自
身
の
心
や
体
の

こ
と
な
ど
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

保
健
師
、
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
等

が
相
談
に
応
じ
ま
す
（
お
子
さ
ん
の

身
長
、
体
重
も
測
れ
ま
す
） 。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前
９
時　

１７

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

自
分
や
家
族
の
健
康
の
こ
と
、
食

事
の
こ
と
、
子
育
て
の
こ
と
等
を
保

健
師
・
栄
養
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

〔
日
時
・
会
場
〕
▽
９
月　

日
�
午

１９

前
９
時　

分
〜　

時　

分
・
あ
い
と

３０

１１

３０

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
▽　

月
２
日
�
午
後

１０

２
時
〜
４
時
・
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

広報こまえ　平成１５年（２００３年）９月１５日　�

■
３
・
４
カ
月
児
健
康
診
査

■
家
庭
介
護
者
教
室
〜
気
持
ち
よ
く

家
族
を
介
護
す
る
た
め
に
〜

■
フ
ロ
ア
ー
・
出
張
健
康
相
談
〜
育

児
相
談
も
お
気
軽
に
〜

　

睡
眠
不
足
は
、
疲
労
感
を
も
た
ら
し
、
情
緒
を
不
安
定
に
し
、
適
切
な

判
断
力
を
鈍
ら
せ
る
な
ど
、
日
常
の
生
活
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
ま
た
、

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
を
悪
化
さ
せ
る
要
因
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
睡
眠
不
足
に
よ
る
事
故
が
多
い
こ
と
も
、
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

十
分
な
睡
眠
を
と
る
こ
と
は
、
疲
労
を
回
復
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ス
ト

レ
ス
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
快
適
な
睡
眠
を
確
保
し
て
、
健
康
な
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▽
良
眠
で
き
る
た
め
に

１　

毎
日
、
体
を
適
度
に
動
か
す
よ
う
に
す
る
。

２　

食
事
は
、
就
寝
す
る
３
時
間
前
に
す
ま
せ
る
と
よ
い
。

３　

ぬ
る
め
の
お
風
呂
に
ゆ
っ
く
り
入
り
、
神
経
を
休
め
る
。

４　

寝
る
前
に
軽
い
体
操
を
す
る
。

５　

寝
る
前
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
代
わ
り
に
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
な
ど
、
刺

激
の
少
な
い
も
の
が
よ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

�

�

�

�

������������������������������������

������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

十

分

な

睡

眠

を

確

保

し

よ

う

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

教
　
室

教
　
室�

教
　
室

教
　
室�

■
リ
ハ
ビ
リ
教
室

■
狛
江
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｖ

ｏ
ｌ
・
５

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

休
日
診
療

　

時
間　
　
　

２４医
療
機
関
案
内

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日
・　

１５

２１

２３

日
・　

日
２８

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:/

/w
w
w
.h
im
aw
ari.m

et

ro.tokyo.jp/

　

休
日
、
和
泉
多
摩
川
の
河
原
で
は

Ｂ
Ｂ
Ｑ
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）
の
香
り

が
た
だ
よ
い
、
楽
し
げ
な
声
が
そ
こ

か
し
こ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
食
材
調
達
や
調
理
が
楽
し

い
だ
け
で
な
く
、
多
摩
川
の
環
境
そ

の
も
の
＝
季
節
や
お
天
気
に
よ
っ
て

水
流
に
変
化
が
あ
り
、
動
植
物
の
声

音
も
見
聞
き
し
な
が
ら
自
然
に
触
れ

て
、
の
ん
び
り
と
し
た
一
日
が
過
ご

せ
る
の
が
良
い
よ
う
で
す
。

　

こ
の
「
の
ん
び
り
」
＝
ス
ロ
ー
ラ

イ
フ
と
い
う
生
活
ス
タ
イ
ル
を
最
近

良
く
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
具

体
的
に
こ
れ
と
云
う
ス
タ
イ
ル
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
家

族
や
友
人
知
人
、
周
辺
の
人
々
、
動

植
物
、地
球
全
体
の
こ
と
を
思
う（
思

い
や
る
）
気
持
ち
が
基
本
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
人
間
関
係
が
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
現
在
、

身
近
な
人
々
と
の
ん
び
り
と
し
た
時

間
が
過
ご
せ
る
こ
の
多
摩
川
Ｂ
Ｂ
Ｑ

に
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
重
ね
て
楽
し

め
る
人
が
年
々
多
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
は
時
代
の
必
然
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
ス
ピ
ー

ド
で
時
間
が
流
れ
て
い
く
現
在
、

ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
の
ん
び
り

と
し
た
時
間
に
周
囲
を
眺
め
て
み
る

こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
環
境
を
考
え
る
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、

特
に
後
始
末
（
ゴ
ミ
）
を
し
っ
か
り

と
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　

谷田部秀一さん
東和泉三丁目在住

�

■
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
栄
養
教
室「
朝
食
」

講　　　　師内　容日　時

安藤由美さん（こまえ苑在宅介護
支援センター看護師）　狛江市の福祉制度を学ぶ

１０月２日�
午前１０時～

１１時３０分

秋元恵美さん（グローバル治療室
医学博士）

介護で疲れた体と心を  
楽にしよう（講演会）

１０月７日�
午後１時３０分～

３時３０分

こまえ正吉苑
在宅介護支援センター職員

施設見学
（こまえ正吉苑）

１０月９日�
午後１時３０分～

３時３０分

運動指導士水中で体をほぐそう
（プール）

１０月１４日�
午前１０時～

１１時３０分

長谷川光久さん（慈恵第３病院理
学療法士）　

介護技術を学ぶ
～移動～

１０月１５日�
午後１時３０分～

３時３０分

伊藤和香子さん（こまえ苑管理栄
養士）

介護者の食事も大事
～栄養の話～

１０月２０日�
午前１０時～

１１時３０分

小楠寿和さん（あいとぴあ在宅介
護支援センター社会福祉士）参加者同士の意見交換

１０月２１日�
午前１０時～

１１時３０分

■家庭介護者教室日程

■
第
６
回
狛
江
市
医
師
会
市
民
講
座

和
泉
多
摩
川
Ｂ
Ｂ
Ｑ

■
育
児
相
談

�

�

�

�

���������������������

���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　　

環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
市

民
・
事
業
者
・
行
政
の
協
働
で
環

境
保
全
を
推
進
し
て
お
り
、
今
回
、

緑
・
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
各
グ
ル
ー

プ
が
３
年
間
の
活
動
成
果
を
発
表

し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
「
ご
み
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
グ
ル
ー
プ
も
発

足
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
１
時

２７

　

分
〜
午
後
４
時
〔
会
場
〕
エ
コ

３０ル
マ
ホ
ー
ル
展
示
・
多
目
的
室〔
参

加
費
〕
２
０
０
円

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

　

環
境
市
民
交
流
会

健
康
日
本

休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
編

２１

　

環　

境　

を　

考　

え　

る　
　
　
　
　
　

市
民
の
声　
　
　



〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前　

時
〜

２８

１０

午
後
３
時
〔
会
場
〕
市
役
所
前
市
民

ひ
ろ
ば
〔
出
店
受
付
〕
店
舗
・
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
も　

日
・　

日
（
定

１６

１７

数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕こ
ま
え
楽
市
の
会
・

山
岸
�
（
３
４
８
０
）
２
０
７
４

▽
無
声
映
画
会
〔
日
時
〕　

月
５
日

１０

�
午
後
２
時
〜
４
時
〔
会
場
〕
第
七

小
学
校
〔
活
動
弁
士
〕
澤
登
翠
さ
ん

▽
地
区
別
催
し
会
〔
日
時
〕　

月
１

１１

日
�
午
前　

時
〜
午
後
零
時　

分

１０

３０

〔
会
場
〕
第
七
小
学
校
（
雨
天
体
育

館
）
※　

周
年
時
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

１０

オ
ー
プ
ン

〔
問
い
合
わ
せ
〕
第
七
小
学
校　

周
３０

年
実
行
委
員
会
・
浮
須
�
（
３
４
８

９
）
５
４
１
８

〔
日
時
〕　

月
５
日
�
午
前　

時
西

１０

１０

武
遊
園
地
駅
前
集
合
〔
内
容
〕
村
山

下
貯
水
池
、
山
口
貯
水
池
等
の
見
学

と
実
験
〔
対
象
〕
都
営
水
道
を
使
用

し
て
い
る
方
（
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
・
昼
食
持
参
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
往
復

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
９
月　

日
２２

�
ま
で
に
〒
１
０
２
―
８
０
０
１
新

宿
区
西
新
宿
２
―
８
―
１
東
京
都
水

道
局
浄
水
部
管
理
課
�（
５
３
２
０
）

６
４
３
７
へ
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前
９
時
〜

１８

午
後
４
時
〔
配
布
場
所
〕
西
河
原
公

園
※
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

車
で
の
来
園
は
遠
慮
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

〔
日
時
〕　

月
７
日
�
正
午
か
ら〔
会

１０

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
会
費
〕

５
０
０
円
〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
先

７０

着　

人
）

５０
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
藤
田

�
（
３
４
８
０
）
２
６
４
０
へ
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前　

時
開

２１

１０

場
・　

時　

分
開
演
〔
会
場
〕
エ
コ

１０

３０

ル
マ
ホ
ー
ル
（
無
料
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
市
邦
楽
連
盟
・

西
牧
�
（
３
４
８
９
）
８
６
７
３

〔
日
時
〕　

月
４
日
・　

日
・　

日
・

１０

１１

１８

　

日
（
各
土
曜
日
）
午
後
２
時　

分

２５

３０

〜
４
時　

分
〔
講
師
〕
森
生
文
乃
さ

３０

ん
（
漫
画
家
）・
杉
井
静
子
さ
ん
（
弁

護
士
）〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
の
女
性　

人
※
保
育
あ
り

２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
９
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

１７ま
た
は
�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

へ
。

〔
日
時
〕　

月
９
日
・　

日
・　

日
・

１０

１６

３０

　

月
６
日
・　

日
・　

日（
各
木
曜
日
・

１１

１３

２０

全
６
回
）
午
後
２
時
〜
４
時
〔
講
師
〕

大
和
田
一
紘
さ
ん
（
都
留
文
科
大
講

師
）〔
定
員
〕　

人
３０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
９
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

１７ま
た
は
�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

へ
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前　

時
〜

２７

１０

正
午
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
対
象
〕

３０

小
学
生
〔
参
加
費
〕
２
０
０
円
〔
持

ち
物
〕
水
性
絵
の
具
セ
ッ
ト
・
絵
筆
・

タ
オ
ル

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
９
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

１７ま
た
は
�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

へ
。

〔
日
時
〕　

月
４
日
�
午
前　

時
〜

１０

１０

正
午
・
午
後
１
時
〜
３
時
〔
会
場
〕

第
二
中
学
校
〔
対
象
者
〕
小
学
校
５
・

６
年
生
以
上
で
カ
ヌ
ー
に
興
味
の
あ

る
方
〔
定
員
〕
各
先
着　

人
〔
参
加

１０

費
〕
１
�
０
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
体
育

協
会
�
（
３
４
８
０
）
６
２
１
１

（
平
日
午
後
１
時
〜
４
時
） へ
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
７
時
か

１８

ら
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
絹
山
�
（
３
４
８

０
）
６
７
９
２

�　広報こまえ　平成１５年（２００３年）９月１５日

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
４
時　

１０

１９

３０

分
開
場
、
５
時　

分
開
演
〔
演
目
〕

３０

能
「
海
士
」・
狂
言
「
附
子
」・
仕
舞

「
屋
島
」 、「
猩
々
」 。
能
楽
師
は
梅
若

万
三
郎
、
梅
若
紀
長
（
観
世
流
）
ほ

か
。
開
演
前
に
郷
土
芸
能
「
猪
方
囃

子
」〔
会
場
〕
西
河
原
公
園
（
雨
天
の

場
合
は
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
）〔
会
員

券
〕
サ
ポ
ー
ト
会
員
券
５
�
０
０
０

円
、一
般
会
員
券
３
�
０
０
０
円〔
申

し
込
み
〕
市
内
郵
便
局
・
喜
多
見
駅

前
郵
便
局
に
専
用
振
込
用
紙
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

▽
薪
能
事
前
講
座

〔
日
時
〕　

月
５
日
�
午
後
２
時
〜

１０

４
時
〔
講
師
〕
古
室
知
也
さ
ん
（
観

世
流
梅
若
研
能
会
）〔
会
場
〕
西
河
原

公
民
館
〔
定
員
〕　

人
（
無
料
）

６０

※
９
月　

日
�
〜　

日
�
西
河
原
公

１７

２２

民
館
で
狛
江
薪
能
５
周
年
記
念
展
示

会
を
開
催
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
長
沢
�
（
５
４
９

７
）
２
８
８
５

■
第
七
小
学
校　

周
年
記
念
行
事

３０

■
こ
ま
え
楽
市

■
若
葉
会
会
食
会

お
知
ら
せ�

■
貯
水
池
ク
リ
ー
ン
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー

催
　
し�

�

■
腐
葉
土
の
無
償
配
布

■
第　

回
邦
楽
の
集
い

２８

■
カ
ヌ
ー
教
室

■
市
民
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
狛
江
の
行
財

政
改
革
を
考
え
る
」

■
い
き
い
き
広
場
「
ぼ
く
も　

わ
た

し
も　

ヘ
ン
シ
ン
大
作
戦
」

■
狛
江
駅
北
口
問
題
を
考
え
る
市
民

の
会
〜
景
観 
・ 
デ
ザ
イ
ン
等
分
科
会
〜

�

�

�

�

�����������������

�����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

夏から秋への東京アイランド�

満　　天�

　

地
域
で
育
児
の
援
助
を
受
け
た

い
人
（
利
用
会
員
）
と
行
い
た
い
人

（
サ
ポ
ー
ト
会
員
）が
会
員
と
な
り
、

育
児
に
つ
い
て
助
け
合
う
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
事

業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。会
員
に

登
録
す
る
た
め
に
は
、こ
の
説
明
会

に
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕９
月　

日
�
午
後
７
時
〜

２４

８
時　

分
〔
会
場
〕
和
泉
児
童
館

３０

※
託
児
（
２
歳
以
上
）
を
実
施
し
ま

す
。
希
望
の
方
は
、２
日
前
ま
で
に

セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
和

泉
児
童
館
内
）
�
（
３
４
８
０
）
１

５
８
７

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
説
明
会

■
第
5
回
狛
江
薪
能
「 
海
士 
」

あ
ま

■
女
性
セ
ミ
ナ
ー
�
〜
夫
婦
っ
て
何

だ
ろ
う
〜 セ

ミ
ナ
ー�

地 
域 
セ 
ン 
タ 
ー 
利 
用 
者 
発 
表 
会

▽
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー　
〔
日
時
〕

９
月　

日
�
午
前　

時
か
ら

２８

１０

▽
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
〜
開
館　
２０

周
年
〜　
〔
日
時
〕９
月　

日
�
午

２１

前　

時
か
ら
（
当
日
は
図
書
室
も

１０

午
前　

時
か
ら
開
室
）

１０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
岩
戸
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
８
）
７
０
４
０
、

南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８

９
）
２
１
５
０

■岩戸地域センター利用者発表会
内　　　　容会　場

コーヒー・紅茶・お菓子・軽食・書道・絵画・
手芸染色

２階会議室
（喫茶コーナー
・作品展示）

岩戸町会環境衛生部展示２階階段踊場
生け花・山野草・折り紙等の実演・木目込
人形・フラワーアレジメント

図書室
（作品展示）

祭ばやし・舞踏・カラオケ・着付・手品・民
謡・落語

地下会議室

野菜・生花の即売会屋外

■南部地域センター利用者発表会
内　　　　容種　類

（午前の部）居合道・フォークダンス・コーラ
ス・マンドリンギター
（午後の部）詩吟・舞踏

芸能発表会

水彩画・油絵・絵手紙・日本刺繍・書道・
作品展示

折り紙（実演）

カレーライス・お菓子と飲物
軽食・喫茶
コーナー

焼きそば・飲物・地元野菜・ヨーヨー・食品・
せんべい・廃棄図書無料配布

出店

１ 
億 
円 
キ 
ャ 
ン 
ペ 
ー 
ン

東
京
の
島
へ
観
光
旅
行
を
す
る
方
に
宿
泊
助
成
を
し
ま
す
。

（
総
額
１
億
円
に
達
し
た
時
点
で
終
了
し
ま
す
）　　

◎
助
成
期
間　
　

月
１
日
�
〜　

月
３
日
�

１０

１１

◎
助
成
金
額　

３
�
０
０
０
円
（
１
旅
行
１
人
１
島
１
泊
）

◎
申
込
方
法　

来
島
を
希
望
す
る
観
光
協
会
な
ど
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
利
用
方
法　

来
島
し
た
と
き
に
観
光
協
会
な
ど
で
宿
泊
証
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
宿
泊
先
で
精
算
時
に
宿
泊
証
を
提
出
し
、
助
成
金
額
を
控
除
し
た
宿
泊

料
金
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

　東京の市・区・町村の皆さん、お待ちしています。

〔問い合わせ〕東京都市区町村伊豆諸島支援事業実施事務局

　�０４２ （３８４） ８０４１　http://www.tokyo-atv.gr.jp/islands.htm

　東京都市長会、特別区長会および東京都町村会が応援しています。

●小笠原村観光協会　０４９９８ （２） ２５８７●大島観光協会　　０４９９２ （２） ２１７７
●母島観光協会　　　０４９９８ （３） ２３００●新島観光協会　　０４９９２ （５） ００４８
●利島村役場　　　　０４９９２ （９） ００１１●式根島観光協会　０４９９２ （７） ０１７０
●御蔵島村役場　　　０４９９４ （８） ２１２１●神津島観光協会　０４９９２ （８） ０３２１
●青ヶ島村役場　　　０４９９６ （９） ０１１１●八丈島観光協会　０４９９６ （２） １３７７

総
額



広報こまえ　平成１５年（２００３年）９月１５日　�

〔
職
種
・
人
員
〕
事
務
職
１
人
（　
２５

〜　

歳
）〔
勤
務
日
〕　

月
１
日
か
ら

４５

１０

週
５
日
、
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時
〔
賃
金
〕
時
間
給
８
７
０
円
〔
資

格
〕
普
通
自
動
車
運
転
免
許
・
パ
ソ

コ
ン
の
で
き
る
方
〔
応
募
方
法
〕
９

月　

日
�
ま
で
に
履
歴
書
を
提
出
、

２２
書
類
選
考
の
う
え
、
面
接
日
を
連
絡
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
８
）
６

７
３
５

〔
登
録
期
間
〕　

〜
３
月
〔
利
用
日
・

１０

対
象
者
〕
�
月
・
火
曜
日
午
前
、
高

齢
者
（　

歳
以
上
）
�
木
曜
日
午
前
、

６５

機
能
訓
練
・
障
害
者
個
人
（
難
病
者

含
む
）〔
定
員
〕
介
護
者
を
含
め
各　
７０

人〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
９
月

　

日
�
〜　

日
�
（
土
・
日
曜
日
、

１６

２４

祝
日
を
除
く
）
福
祉
総
合
相
談
窓
口

ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会
�
（
３
４

８
８
）
０
２
９
４
へ
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前　

時
開

２８

１０

始
（
雨
天　

月
５
日
�
）〔
会
場
〕
市

１０

民
ふ
れ
あ
い
広
場
〔
資
格
〕
市
内
在

住
・
在
勤
者
〔
参
加
費
〕
５
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
９
月

　

日
�
ま
で
に
体
育
協
会
�
（
３
４

１９８
０
）
６
２
１
１
（
平
日
午
後
１
時

〜
４
時
） へ
。

〔
日
時
〕　

月
５
日
�
午
前
９
時　

１０

１０

分
受
け
付
け（
雨
天
決
行
）〔
集
合
〕市

民
総
合
体
育
館
〔
資
格
〕
市
内
在
住
・

在
学
・
在
勤
者
ま
た
は
そ
の
家
族
で

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
）
身
障
者
参
加
可
（
介
護
者
同
伴
）

〔
参
加
費
〕
２
０
０
円
〔
定
員
〕
１

０
０
人

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
９
月

　

日
�
か
ら
体
育
協
会
�
（
３
４
８

１６０
）
６
２
１
１
（
平
日
午
後
１
時
〜

４
時
） へ
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
９
時
受

１０

１９

け
付
け
、
９
時　

分
開
始
〔
会
場
〕

３０

市
民
総
合
体
育
館
〔
種
目
〕
男
女
ダ

ブ
ル
ス
、
１
〜
３
部
、
壮
年
の
部

（　

歳
以
上
）〔
資
格
〕
市
内
在
住
・

４５
在
勤
者
ま
た
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

登
録
会
員
〔
参
加
費
〕
１
ペ
ア
２
�

０
０
０
円
（
会
員
１
�
２
０
０
円
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月
１０

４
日
�
ま
で
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
・
押
見
�
（
３
４
８
９
）
２
０
３

０
へ
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
〔
会
場
〕
相

１０

２２

模
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
〔
対
象
〕

市
内
在
住
・
在
勤
者
〔
定
員
〕
１
６

０
人
〔
競
技
方
法
〕　

ホ
ー
ル
ス
ト

１８

ロ
ー
ク
プ
レ
ー
（
新
ペ
リ
ア
方
式
）

〔
参
加
費
〕
４
�
０
０
０
円

〔
問
い
合
わ
せ
〕
ゴ
ル
フ
協
会
・
飯

田
�
（
３
４
８
９
）
８
２
０
５
（
夜

間
）

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
９
時
か

１０

１２

ら
〔
会
場
〕
市
民
総
合
体
育
館
ほ
か

〔
資
格
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

者
で
編
成
し
た
チ
ー
ム

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
９
月

　

日
�
ま
で
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

２４会
・
平
川
�
（
３
４
８
０
）
８
５
５

２
へ
。

〔
日
時
〕　

月
２
日
�
午
前
９
時
か

１１

ら
〔
会
場
〕
市
民
総
合
体
育
館
ほ
か

〔
資
格
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

者
で
構
成
し
た
チ
ー
ム

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月
１０

　

日
�
ま
で
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

２５会
・
谷
田
部
�
（
５
４
９
７
）
５
９

０
１
（
午
後
７
時
以
降
） へ
。

■
秋
の
文
学
散
歩
〜
文
豪
た
ち
が
愛

し
た
町
、
湯
河
原
へ
〜　
〔
日
時
〕　
１０

月　

日
�
午
前
８
時　

分
市
役
所
発

３０

４５

〔
定
員
〕　

人
〔
参
加
費
〕
５
０
０

４０

円
（
入
館
料
等
）〔
申
し
込
み
〕　

月
１０

２
日
�
午
前
９
時　

分
か
ら
中
央
公

３０

民
館
（
９
時　

分
で
定
員
を
超
え
た

３０

場
合
は
抽
選
）

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕９

月　

日
�
午
後
４
時
か
ら
〔
絵
本
〕

２２

と
べ
、
ば
っ
た
・
お
お
き
な
お
い
も

〔
お
は
な
し
〕と
り
つ
こ
う
か
、ひ
っ

つ
こ
う
か
〔
工
作
〕
ぶ
ん
ぶ
ん
ご
ま

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕９

月　

日
�
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対

１９

３０

象
〕
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
〔
絵
本
〕

へ
び
の
ク
リ
ク
タ
ー
〔
お
は
な
し
〕

な
ん
げ
え
は
な
し
こ
か
へ
が
な
〔
折

り
紙
〕
海
の
い
き
も
の

■
ひ
ま
わ
り
リ
ト
ミ
ッ
ク　
〔
日
時
〕

　

月
２
日
�
Ａ
ク
ラ
ス
午
前　

時
か

１０

１０

ら
、
Ｂ
ク
ラ
ス　

時
か
ら
〔
対
象
〕

１１

１
歳
以
上
の
乳
幼
児
親
子
〔
定
員
〕

各　

組
〔
申
込
方
法
〕
９
月　

日
�

３０

１７

か
ら
電
話
ま
た
は
窓
口

■
作
ろ
う「
割
り
箸
グ
ラ
イ
ダ
ー
」　

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
〜　

日
�
午

２４

２６

後
３
時　

分
〜
４
時　

分
〔
対
象
〕

３０

３０

小
学
生
〔
申
込
方
法
〕
当
日
ま
で
に

窓
口

■
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕９
月　

日
１７

�
午
後
３
時　

分
〜
４
時
〔
対
象
〕

３０

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）
か
ら
。
参
加

自
由

■
お
り
が
み
教
室　
〔
日
時
〕９
月　
２５

日
�
午
後
３
時
〜
５
時
〔
対
象
〕
小

学
生
。
参
加
自
由

■
子
育
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル　
「
心
と
体

の
リ
ラ
ッ
ク
ス
」
日
ご
ろ
の
子
育
て

の
ス
ト
レ
ス
を
講
師
の
先
生
と
共
に

解
放
し
ま
せ
ん
か
〔
日
時
〕
９
月　
２７

日
�
午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

〔
対
象
〕乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者〔
定

員
〕　

人
〔
申
込
方
法
〕
９
月　

日

１５

１６

�
か
ら
電
話
ま
た
は
窓
口
※
保
育
が

必
要
な
方
は
相
談
く
だ
さ
い
。

■
た
ん
ぽ
ぽ
リ
ト
ミ
ッ
ク　

月　
１０

〔
日
時
〕　

月
３
日
�
Ａ
ク
ラ
ス
午

１０

前　

時
か
ら
、
Ｂ
ク
ラ
ス　

時
か
ら

１０

１１

各　

分
程
度
〔
対
象
〕
１
歳
以
上
の

４０
乳
幼
児
親
子
〔
定

員
〕
各　

組
〔
申

４０

込
方
法
〕
９
月　
１６

日
�
か
ら
電
話
ま

た
は
窓
口

■ 「
歯
み
が
き
集
会
」と
園
庭
開
放　

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前
９
時　

１６

４０

分
〜　

時
（
雨
天
決
行
）

１１

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕９
月　

日
�

１８

午
前　

時
〜　

時
（
雨
天
中
止
）

１０

１１

■
歌
の
広
場
と
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕

９
月　

日
�
午
前　

時
〜　

時

１７

１０

１１

募
　
集�

�

ス
ポ
ー
ツ�

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
臨
時

職
員

◎
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

◎
駄
倉
保
育
園

�
（
３
４
８
９
）
２
４
４
１

◎
和
泉
児
童
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

個
人
開
放
・
利
用
登
録
者

■
第　

回
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

２２

フ
大
会

■
第　

回
ス
ポ
レ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

１４

グ
大
会

■
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

■
市
民
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

９
人
制
男
女
の
部
・
小
学
生
の
部

■
市
民
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

６
人
制
男
女
の
部

◎
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

◎
多
摩
川
保
育
園

�
０
４
２
４
（　

）
４
６
６
７

８３

◎
狛
江
子
ど
も
の
家

�
（
３
４
８
８
）
１
２
３
１

ホームページアドレス�
http://www.city.komae.tokyo.jp

専用はがき（市役所、各地域センター等）�
広聴FAX（3480）8080

　

市
民
総
合
体
育
館
で
個
人
開
放
の
卓
球
を
利

用
し
て
い
ま
す
が
、
時
間
区
分
ご
と
の
総
入
れ

替
え
制
と
規
定
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

時
間
が
き
て
も
や
め
る
人
が
な
く
、
あ
き
ら
め

て
帰
宅
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
他
市
で

は
入
れ
替
え
時
間
に
照
明
を
落
と
す
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
事
務
員
が
区
分
時
間
終
了
の
時
だ

け
で
も
現
場
に
来
て
総
入
れ
替
え
を
指
導
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

ご
指
摘
の
よ
う
に
体
育
館
は
時
間
を
区
切
っ

て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
個
人
開

放
で
引
き
続
き
利
用
し
た
い
方
は
新
た
に
利
用

券
を
購
入
し
て
、
ご
利
用
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
卓
球
の
よ

う
に
利
用
す
る
方
が
多
い
種
目
は
、
譲
り
合
っ

て
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
切
り
替
え
時
に
そ
の
よ
う

な
内
容
を
取
り
入
れ
た
放
送
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
個
人
開
放
の
時
間
帯
を
、
団
体

メ
ン
バ
ー
の
練
習
場
所
と
し
て
使
用
し
て
い
る

と
い
う
話
を
耳
に
し
て
い
ま
す
。
個
人
開
放
は

運
動
の
楽
し
さ
、
良
さ
を
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
す
る
も
の
で
あ
り
、

技
術
向
上
の
た
め
の
練
習
場
所
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
利
用
団
体
に
申
し
入
れ
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
切
り
替
え
時
に
照
明
を
落
と
す
こ
と

は
、
再
点
灯
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
照
明
（
水

銀
灯
）
の
性
質
上
難
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
秘
書
広
聴
課

〔
ご
意
見
・
提
案
〕

〔
市
長
回
答
〕

◎
皆
さ
ん
か
ら
届
い
た
「
市
長
へ
の
手
紙
」
の
一
部
を
要

約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
中
央
図
書
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

宮前保育園


